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 本レポートは、グローバル化の進展と、紛争等による国境管理の厳格化（再境界化）

が同時進行する現代において、国境地域を観光資源として捉え直す「ボーダーツーリズ

ム」の意義と実践の重要性を考察するものである。 

国境が本質的に有する領域を防衛・分断する「砦（Fortress）」と異文化をつなぎ交流を

促す「ゲートウェイ（Gateway）」という二元的な機能に着目し、ボーダーツーリズムが

もたらす経済的、社会的、文化的、環境的な意義を整理した。 

結論として、情報や地図上の知識にとらわれず、自ら境界地域に足を運んでリアリティ

に触れ、対話を重ねる実践こそが、私たちのステレオタイプを相対化し、国境を「分断

の壁」から相互理解と平和への「ゲートウェイ」へと転換させる第一歩となることを提

示する。 

 

本稿中に記載したデータ・数値等は、筆者が信頼できると判断した各種データに基づき作成・加工した
ものですが、その正確性・確実性を保証するものではありません。 
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はじめに 

 

日本は四方を海に囲まれた島国であり、歴史的に物理的な国境線（Boundary Line）を日

常生活の中で意識する機会は稀であった。大陸国家のように検問所や鉄条網、物理的な壁

が日常の風景として存在する環境とは異なり、日本において国境は海岸線と同一視され、

その外側は単なる「外部」あるいは「無」として認識される傾向にあった。 

しかし、21 世紀に入り、グローバリゼーションの浸透と、それに逆行するかのようなナ

ショナリズムの台頭、領土問題の顕在化、排他的経済水域（EEZ）における海洋資源管理

の重要性の高まりに伴い、この認識は劇的な変容を迫られている。かつて外交・防衛の専

管事項として中央政府が一元的に管理していた国境問題は、今や地方自治体や住民の生活

と生存に直結する切実な課題として再浮上しているのである。 

現代社会は、人・モノ・情報が国境を越えて移動するグローバル化が進む一方で、紛争

やパンデミック、排外主義の高まりによって国境管理が再び厳格化する「再境界化（Re-

bordering）」の時代に突入している。ロシアによるウクライナ侵攻はその象徴的な出来事で

あり、力による国境変更の現実を世界に突きつけた。 こうした状況下で、国境地域を観光

資源として捉え直す「ボーダーツーリズム」が注目されている。しかし、単なる物見遊山

で終わらせず、いかにして国境が持つ複雑な歴史や現状を理解し、地域振興と平和構築に

寄与できるかが問われている。 

 

本レポートでは、ボーダーが本質的に有する二元的な機能、すなわち領域を防衛・分断

する「砦（Fortress）」と、異文化をつなぎ交流を促す「ゲートウェイ（Gateway）」という

視点に着目する。この二つの機能のダイナミズムを分析軸として、日本の国境地域の現状

とボーダーツーリズムの意義を考察し、最終的に私たちが自ら国境を訪れ、対話すること

の重要性を論じる。 

 

筆者自身が「ボーダー」を強く意識し、研究課題として取り組むきっかけとなったのは、 

2022 年 2 月 26 日に境界地域研究ネットワーク JAPAN（JIBSN）が実施した、「JIBSN10 周

年・ネットワークリレー 境界地域をつなぐ」セミナーで、北方領土元島民の方の話を聞い

たことであった。 

「境界地域研究ネットワーク JAPAN（JIBSN）」は、2011年に設立された自治体連合組織で

ある。（詳細は後述）JIBSN は、稚内市・根室市・標津町・礼文町・対馬市・五島市・与那

国町・竹富町・小笠原村などの地方自治体と調査・研究に関わる団体といった、北海道の

北端から沖縄・小笠原に至る日本の外縁部「ボーダー」地域が形成している。 

コロナ禍でのセミナーのため、各地をオンラインでつなぐリレー形式であったが、長年ロ

シア人との友好を実践されてきた、標津町在住の北方領土元島民の方が朴訥と語られた。 

 

「歯舞群島 多楽島で 5 才の時、ソ連のロシア人軍人が家に土足で突然やってきた。 

 皆殺し、銃殺、穴に埋められるなどのデマが島中に伝わる中、断腸の思いで家族ととも

に故郷を離れた。生きるか死ぬかの境地は忘れられない。 

 その後、ビザなし訪問に 16 回参加した。今、島に住んでいるロシア人に悪い人はいない。 

 将来、生まれ故郷に自由に行き来できるいい時代がくるとすれば、今、北方四島に住ん

でいるロシア人 18,000人と親しくしていた方が得策ではないかと考えるようになった。 

 ロシア人は、明るくて陽気で楽しい民族。歌も好きだし踊りも好きだし、私に似ている 

ところがある。島には友達が大勢いる。」 

「ウクライナ侵攻では、幼い少女が死にたくない、ここを離れたくないと泣いている。 

76 年前の自分と全く同じ。平和が大事、国後島を毎日見ながら暮らしている。」 
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元島民の言葉は心に深く響き、筆者自身の研究活動の原点となった。 

 

2022 年 2 月 24 日に起こったロシアによるウクライナ侵攻から 2 日後のセミナーであった

が、これまで国境地域についての歴史・文化・民族などについて、何も知らなかったこと

を実感し、でき得れば現地に行って直接話を伺い、知り得たことを皆さんに伝えていきた

いと強く思ったのである。 

 

1.日本の国境 

 

ボーダーツーリズムを論じる前提として、島国である日本における国境の物理的・法的

な定義を明確にしておく必要がある。日本の国境は陸上の線ではなく、海域の中に層を成

して設定されている。 

海上保安庁1の定義および国連海洋法条約2に基づき、日本の主権や管轄権が及ぶ範囲は

以下のように構成されている。 

 

領海（Territorial Sea） 

基線（低潮線など）からその外側 12 海里（約 22km）までの海域を指す。日本の主権は、

領海の上空、海底、および海底下にまで及ぶ。外国船は無害通航権を持つが、沿岸国の平

和・秩序・安全を害さないことが条件となる。ボーダーツーリズムにおいて、このラインを

越えることは物理的・法的に他国との境界を越える第一歩を意味する。 

 

接続水域（Contiguous Zone） 

領海の外側12海里（基線から24海里）以内の海域。ここでは、通関、財政、出入国管理、

衛生（感染症対策など）に関する法令違反の予防および処罰について、日本が一定の権限を

行使することが認められている。 

 

排他的経済水域（EEZ：Exclusive Economic Zone） 

基線から 200 海里（約 370km）までの海域。日本はこの水域において、漁業資源や鉱物資

源の探査、開発、保存、管理に関する主権的権利を有する。日本の EEZ 面積は約 447 万㎢

で世界第 6 位の広さを誇り、国土面積の約 12 倍に及ぶ。この広大な海域こそが、日本の

「国境」の実体である。 

 

日本の国境管理には特筆すべき例外がある。宗谷海峡、津軽海峡、対馬海峡東水道、対

馬海峡西水道、大隅海峡の 5 つの海峡は「特定海域」とされ、領海の幅が通常の 12 海里で

はなく「3 海里（約 5.5km）」に留められている。 これは、国際的な交通の要衝であるこれ

らの海峡において、中央部分を「公海」扱いのまま残すことで、外国船舶や軍艦の自由な

航行を保障するための措置である。ボーダーツーリズムの視点から見れば、例えば宗谷海

峡や対馬海峡では、日本の領土からわずか数キロ先が国際的な公海となっており、国境の

敷居が物理的に非常に近いことを意味する。 

 

                                                   

全編を通じて、巻末の【参考文献・資料】を踏まえて記述している。 
1 国土交通省の外局として 1948年に設置された、日本の海における「警察」と「消防・救

助」の役割を担う行政機関 海上保安庁 HP：https://www.kaiho.mlit.go.jp/ 

2 国連海洋法条約は、1982年に採択（94 年発効）された「海の憲法」とも呼ばれる包括的

な条約 外務省 HP：https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kaiyo/law.html  
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国境を「線（Line）」としてではなく、交流や摩擦が生じる幅のある 

「面（Zone/Borderlands）」として捉える認識転換が、ボーダーツーリズムを理解する上

で不可欠である。 

 

 

図表 1.「日本の領海等概念図」 

 
 

本概念図は外国との境界が未画定の海域における地理的中間線を含め便宜上図示したもの。

国土面積                                約 38 万 km2 

領海（含：内水）                           約 43 万 km2 

接続水域                                約 32 万 km2 

排他的経済水域（含：接続水域）                     約 405万 km2 

延長大陸棚※                                約 30 万 km2 

領海（含：内水）＋排他的経済水域（含：接続水域）          約447万km2 

領海（含：内水）＋排他的経済水域（含：接続水域）＋延長大陸棚※   約477万km2 

 

端数処理(四捨五入)の関係で合計値は個々の値を足し合わせた値と一致しない場合がある。 

※排他的経済水域及び大陸棚に関する法律第 2 条第 2 号の海域 

 

出所：海上保安庁ホームページ 
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図表 2.「領海、排他的経済水域等模式図」 

 
出所：海上保安庁ホームページ 

 

海上保安庁の「模式図」が示す通り、日本の国境は単一の線ではなく、領海から EEZ に

至る多層的な空間（Zone）として存在している。ボーダーツーリズムを論じる上では、こ

の法的な区分と、実際に人々が交流し、生活圏が重なり合う実態の両面を理解することが

不可欠である。例えば、対馬（長崎県）や稚内（北海道）、石垣島（沖縄県）などの地域

は、中央政府から見れば「国境の端」であるが、東アジアの広域ネットワークから見れば

「交流の結節点（ハブ）」となる。このように、ボーダーを単なる「終わりの線」ではな

く、隣接する国家との「接触面・ゲートウェイ」として再定義することが、ボーダーツー

リズムの本質を理解する鍵となる。 

ボーダーとは、国家の枠組みを規定する法的装置であると同時に、動的な交流が生まれ

る空間である。海上保安庁が定義する領海や排他的経済水域といった空間的概念を基礎と

しつつ、そこを跨ぐ移動や交流がもたらす社会的・文化的ダイナミズムを考察することが、

本レポートにおけるボーダーツーリズム研究の出発点となる。 

 

2. ボーダーツーリズムとは 

 

ボーダーツーリズムとは、物理的な国境線に限定されず、歴史的・文化的・地理的な境

界地域（ボーダーエリア）が持つ固有の多様性や、その地域に暮らす人々の営みに焦点を

当てた観光形態である。これは、単に「国境を越える旅行」という意味合いだけでなく、

以下の要素を含む。 

境界地域の固有性として、国境線が持つ歴史的変遷、文化的混淆、あるいは地理的特徴

（山脈、河川など）そのものが観光資源となる。 

越境性としては、人の移動（観光客、越境労働者、移住者）、モノの移動（交易品、密輸

品）、情報の移動（通信、メディア）、そして文化の移動（言語、宗教、習慣）といった、

境界を越える多様な「越境」の概念を包含する。 

また、本レポートでは国境の二面性として、国境が持つ「砦」としての機能（防御、分離、

規制）と、「ゲートウェイ」としての機能（交流、融合、接続）の両面に着目し、その地

域の特性を探求する。 
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さらに、地域住民の生活、食文化、芸術、祭事など、多角的な視点から境界地域を捉え、

学習と体験の機会として、歴史、文化、社会問題について学び、地域住民との交流を通じ

て深い体験を得ることを重視する。 

広義には、かつての国内の藩境や領国境、あるいは多民族国家における民族境界など、物

理的な国境とは異なる「境界線」を対象とすることも可能である。 

 

ボーダーツーリズムは単なる観光経済効果を超え、以下のような＜経済的＞＜社会的＞

＜文化的＞＜環境的＞な意義を持つ。 

 

＜経済的側面＞ 

ツーリズムは「すそ野が広い」産業と言われ、航空・鉄道・バス・タクシーといった運

輸業、ホテル・旅館など宿泊業や飲食業などの幅広い経済波及効果をもたらたす。 

国境地域の多くは経済的格差や過疎化に直面しているが、ボーダーツーリズムは観光ガイ

ド、宿泊施設従業員、土産物販売などの新たな雇用を創出する。また、観光客の消費を促

すことで地域経済に活力を与え、特産品の開発や販売に繋がり、地域ブランドの確立にも

貢献する。 

新たな観光資源の開発は、これまで注目されてこなかった国境地域の歴史遺産、独特の文

化、自然景観を再評価し、観光客の往来や地域間の交流を通じて、国境を越えた物流や経

済連携の機会が生まれる可能性がある。 

 

＜社会的側面＞ 

異なる文化、言語、歴史を持つ人々が交錯する場所を訪れることで、観光客は多様な価

値観に触れ、異文化への理解と多様性の尊重を深めることができる。 

ツアーを通じて観光客と地域住民との直接的な交流が生まれ、相互理解が促進される。ま

た、国境を挟んだ隣接地域の住民同士の交流機会も創出され、共同体意識の醸成に繋がる

可能性がある。 

過去の歴史的紛争や対立の痕跡が残る地域を訪れることで、その歴史を学び、平和の尊さを

考える機会となり、和解や相互信頼の構築に貢献することができる。かつて対立の象徴で

あった「砦」としての国境施設や場所を、平和学習や国際理解の場へと転換させ、負の遺

産を正の資産として活用することにも大きな意義がある。 

 

＜文化的側面＞ 

国境地域特有の歴史は、両国の文化・生活様式が混じり合うことで独自の文化を育んで

きた地域（グラデーション）が多い。 

ボーダーツーリズムは、そうした独自の文化（混淆言語、融合料理、独自の祭事）を発掘

し、次世代に継承するきっかけとなる。 

公式な歴史には語られない、国境地域で生きた人々の個人的な物語や、特定の視点から忘

れ去られていた歴史の側面を再評価し、新たな観光コンテンツとして提示する。 

地域住民が自身の文化や歴史的背景を再認識することで、地域に対する誇りやアイデンテ

ィティを強化する機会となる。 

 

＜環境的側面＞ 

国境を越えた自然環境は、国境に隣接した国立公園や自然保護区を対象とする場合、共

同での環境保全活動や持続可能な利用方法の模索に繋がる。 

地域の自然環境や文化に配慮したエコツーリズムやサステナブルツーリズムを取り入れる

ことで、持続可能な観光開発、長期的な視点での地域発展に対する貢献が期待できる。 
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3. ボーダーツーリズム推進の三位一体構造 

 

日本において、国境地域の再評価とボーダーツーリズムを推進しているのは、産・官・

学の異なるセクターを代表する 3 つの主要組織である。これらは相互に密接に連携し、「三

位一体」のエコシステム3を形成している。 

 

3.1. 境界地域研究ネットワーク JAPAN（JIBSN）4 

 

国境を有する自治体等の連合組織であり、政治・行政のプラットフォームとして、2011

年に設立された。稚内市・根室市・標津町・礼文町・対馬市・五島市・与那国町・竹富

町・小笠原村などの地方自治体が加盟している。 

個別の自治体では解決困難な課題（領土問題、過疎化、輸送コスト等）を共有し、現場の

声を集約、国に対する発言力を確保するべく活動しており 2017 年施行の有人国境離島法5

の制定において、政策提言の形で貢献した。 

年次セミナー（2024 年与那国、2025 年対馬など）を通じて、北（ロシア国境）から南（台

湾・中国国境）までの自治体をネットワーク化している。 

 

3.2. NPO 法人国境地域研究センター（JCBS）6 

 

北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター（SRC）の境界研究ユニット（UBRJ）と 

人的・知的資源を共有する実働部隊であり、学術・理論のエンジンとして 2014 年に設立さ

れた。学術知の社会実装として、大学の研究成果を社会に還元するため「ボーダースタデ

ィーズ（境界研究）」の理論を日本の文脈に適用し、ボーダーツーリズムの概念を提唱し

た。 

学術誌『境界研究』や一般向け小冊子『ブックレット・ボーダーズ』の出版、市民向けセ

ミナーの開催を行い、普及及び啓蒙活動を実践している。 

 

3.3. ボーダーツーリズム推進協議会（JBTA）7 

 

 旅行会社や交通事業者が中心となる組織であり、経済・産業の実践部隊として 2017 年に

設立された。  

学術的に提唱されたボーダーツーリズムを実際の旅行商品（ツアー）として造成・販売す

る、商品化ビジネス展開の組織である。 

2025 年 10 月より「ボーダーツーリズム検定（第 1 弾：対馬）」を開始した。オンラインで

受験可能とし、知識を通じたファンの育成とコミュニティ形成を図る DX 戦略を展開して

いる。ロシア情勢などで物理的往来が困難な地域において、「国境を見る（Viewing）」観光

の価値について啓蒙活動を行なっている。 

 

これら 3 組織は、JCBS（学・理論）がコンセプトを描き、JIBSN（官・政策）が制度的

環境を整備し、JBTA（産・事業）が具体的な商品を市場に提供するという役割分担を行っ

                                                   
3 相互に連携・共存し大きなネットワークを形成して新たな価値や収益を生み出す仕組み 
4 境界地域研究ネットワーク JAPAN HP：http://borderlands.or.jp/jibsn/ 
5 有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係る地域社会の維持に関する特別

措置法 
6 NPO 法人国境地域研究センター HP：http://borderlands.or.jp/ 
7 ボーダーツーリズム推進協議会 HP：https://www.border-tourism.com/ 
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ている。この連携により、国境地域は単なる「防衛の最前線」から、持続可能な地域社会

のモデルへと転換を図ろうとしている。 

 

 

図表 3. JIBSN・JCBS・JBTA の役割と関係性 

組織名 略称 セクター 役割分担 関係性 

境界地域研究ネ

ッ ト ワ ー ク

JAPAN 

JIBSN 官（政） 政策提言、自治体連

携、セミナー主催 

事務局機能を JCBS が

担当 

NPO 法人国境地

域研究センター 

JCBS 学（知） 理論構築、ツアー監

修、人材育成、出版 

人的・知的資源の供給

源 

ボーダーツーリ

ズム推進協議会 

JBTA 産（商） ツアー商品化、販売促

進、検定運営 

JCBS 会員や連携研究

者の呼びかけにより設

立。JCBS 監修のツア

ーを実施 

出所：筆者作成 

 

 

4. ボーダーの二面性 

 

ボーダーツーリズムを深く理解するためには、国境が持つ相反する二つの機能、「砦」

と「ゲートウェイ」の概念が不可欠である。 

 

「砦」とは、国家の主権、安全保障、アイデンティティを守るための防衛的な機能であ

る。 

物理的制度的障壁として、フェンス、壁、厳格な入国管理、税関、検疫（感染症対策）な

どがこれにあたる。 

外部からの脅威（軍事侵攻、テロ、不法移民、違法物資）を遮断し、内と外を明確に峻別

することで排除と緊張をもたらす。 

観光への影響としては、アクセスの制限や心理的な緊張感をもたらすが、同時に「緊張の

最前線を見たい」というダークツーリズム8的な関心を喚起する要素ともなる。例として、

朝鮮半島の DMZ（非武装地帯）9や、かつてのベルリンの壁が挙げられる。 

「ゲートウェイ」とは、異なる政治・経済・文化圏が接触し、交流するための玄関口と

しての機能であり、人、モノ、情報、文化が往来し、相互理解や経済的利益を生み出す結

                                                   
8 戦跡や災害被災地など、死・暴力・虐待などの悲劇にまつわる場所を訪問する観光 
9 De-Militarized Zone 韓国と北朝鮮の国境線から南北 2kmずつ設定されている 
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節点となる。 

国境地域特有の混淆文化（ちゃんぽん文化10）や、越境的な生活圏・経済圏といったハイ

ブリッドな文化が形成される。 

観光への影響としては、異文化体験、免税ショッピング、国境を越える周遊旅行など、開

放性を活かしたツーリズムの基盤となる。例として、シェンゲン協定11下のヨーロッパや、

シンガポール＝ジョホールバル国境などが挙げられる。 

 

重要なのは、これらが固定的なものではなく、国際情勢や時代によって流動的に変化す

ることである。平和な時代には「ゲートウェイ」が開かれるが、紛争やパンデミックが発

生すれば即座に「砦」として閉ざされる。日本の国境地域は、この二つの機能の狭間で常

に揺れ動いている。 

 

5. 日本の境界地域における「砦」と「ゲートウェイ」 

 

日本の国境地域は、それぞれ異なる隣国と対峙し、異なる歴史的文脈を持っている。 

以下が主要な 4 つの地域の事例である。 

 

5.1. 北の境界（稚内・根室）：凍結されたゲートウェイと視覚的観光への転換 

 

北海道の北端、稚内と根室は、ロシア（サハリン・北方領土）と対峙する国境地域であ

る。 

冷戦後、ゲートウェイとして、稚内はサハリン（コルサコフ）との定期航路を有し、根室

はビザなし交流の拠点として、活発な人的交流が行われてきた。稚内港にはロシア語の看

板が並び、ロシア人観光客が日常的に訪れる風景があったが、2022 年のロシアによるウク

ライナ侵攻以降、日露関係は戦後最悪レベルに悪化し、定期航路は休止、ビザなし交流も

停止した。国境は物理的に閉ざされ、冷戦期のような「砦」としての性格を強めている。 

JBTA などは、物理的に渡れない現状を逆手に取り、「見えない壁」や「国境の向こう側」を

宗谷岬や納沙布岬から眺望する「視覚的ボーダーツーリズム（Viewing）」に注力している。

また、稚内市はオンラインでの交流会を企画するなど、物理的なゲートウェイが閉ざされ

ても、精神的なつながりを維持する試みを続けている。 

 

5.2. 西の境界（対馬）：歴史的交流と地政学的リスクの最前線 

 

長崎県対馬市は、韓国・釜山まで約 50km という位置にあり、国境のダイナミズムが最

も顕著な地域である。 

古代より大陸への玄関口であったが、元寇や幕末のロシア軍艦ポサドニック号事件12、日

露戦争時の要塞化など、国家防衛の「砦」として幾度も翻弄されてきた。一方で、江戸時

代には「倭館」が設置され、朝鮮通信使13を迎えるなど、平和的な交流の「ゲートウェイ」

としても歴史的に機能してきた。 

近年では、コロナ禍前は年間数十万人の韓国人観光客が訪れ、島内経済はインバウンドに

                                                   
10 さまざまなものを混ぜる文化 
11 ヨーロッパの加盟国間（2025 年現在 29 カ国）で国境検査を廃止し、人・モノの移動を

自由化する協定 
12 1861 年（文久元年）にロシア軍艦が対馬の芋崎を不法占拠し、根拠地化を企てた事件 
13 江戸時代に朝鮮王朝が日本の徳川将軍の代替わりごとに派遣した、総勢 400〜500 人規模

の公式外交使節団 
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大きく依存していた。高速船で結ばれた「日韓の生活圏」に近い状態であったが、日韓関

係の悪化やパンデミックにより観光客が激減するなど、「ゲートウェイ」機能は政治的・

社会的要因に極めて脆弱であることが露呈した。 

2025 年の JIBSN 対馬セミナーでは、大量の海洋プラスチックゴミという「越境する環境問

題」が主要テーマとなった。これは、国境地域が単なる軍事的な防衛線ではなく、環境安

全保障の最前線でもあることを示している。 

 

5.3. 南の境界（与那国）：可視化される緊張と潜在的交流への渇望 

 

日本最西端の与那国島は、台湾まで約 111km の距離にあり、年に数回は台湾の山並みを

肉眼で視認できる。 

かつては台湾との間で生活物資が行き交う密貿易を含む濃密な交流があったが、現在は定

期航路が存在しない「近くて遠い」国境である。 

近年の台湾有事リスクの高まりを受け、自衛隊駐屯地の拡大やミサイル部隊の配備が進み、

「砦」としての機能が急速に強化されている。2024年のJIBSN与那国セミナーでは、「砦」

としての防衛力強化と、「ゲートウェイ」としての台湾との交流拡大をいかに両立させる

かが最大の論点となった。 

「日本最西端」という地理的特性と、台湾が見えるという景観が観光資源だが、地域住民

は台湾との直接交流（船舶就航）による実質的なゲートウェイ化を望んでいる。 

 

5.4. 海洋の境界（小笠原）：見えない国境と生存基盤の脆弱性 

 

小笠原諸島は、隣接する陸地を持たないが、広大な排他的経済水域（EEZ）を管理する

重要な国境離島である。 

陸上の国境線は存在しないが、中国サンゴ密漁船の脅威など、海洋における主権侵害のリ

スクと対峙している。 

本土と結ぶ唯一の定期船「おがさわら丸」の運航が、島民の生活と経済のすべてを支えて

おり、2025 年のセミナーでは、この航路が途絶えた際のリスクが「人間の尊厳」に関わる

問題として提起された。ここでは、交通インフラそのものが、島を維持するための生命線

であり、それが脆弱であることが最大のリスクとなっている。 
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図表 4.JIBSN 主要加盟自治体とその地政学的特徴 

地域ﾌﾞﾛｯｸ 自治体 隣接国・地域 境界の性質と主要課題 

北の境界

（北海道） 

稚内市 ロシア 

（サハリン） 

宗谷海峡を挟んだ国境。サハリン州との経済・

文化交流、定期航路（現在は中断）、漁業権益

の確保 。 

 

根室市 ロシア 

(北方領土) 

北方領土問題の最前線。元島民の高齢化、ビザ

なし交流、領土返還運動の拠点 。 

 

礼文町・

利尻町 

ロシア 

（海域） 

国境離島としての観光振興、海難救助リスク、

自衛隊レーダーサイトの存在 。 

 

標津町 ロシア 

（国後島） 

知床半島と国後島の近接性。視察観光の適地  

西の境界

（九州・ 

日本海） 

対馬市 韓国 

（釜山） 

朝鮮半島との歴史的な回廊。韓国人観光客によ

るインバウンド経済（コロナ前）、不動産買収

問題、国境管理 。 

 

五島市 中国 

（東シナ海） 

東シナ海における避難港機能、中国漁船の違法

操業監視、国境離島保全法のモデル地域 。 

 

隠岐の島

町 

韓国 

（竹島） 

竹島（独島）の行政管轄権を持つ。領土主権の

象徴性、漁業水域の問題 。 

南の境界

（沖縄・ 

八重山） 

与那国町 台湾 日本最西端。台湾まで約 111kmの近接性。安

全保障（自衛隊配備）と台湾との経済交流（花

蓮市との姉妹都市関係）の両立 。 

 

竹富町 台湾 

（尖閣諸島） 

尖閣諸島を行政区画に含む。観光立島と環境保

全、海洋安全保障の最前線 。 
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地域ﾌﾞﾛｯｸ 自治体 隣接国・地域 境界の性質と主要課題 

海洋の境界 小笠原村 (公海・EEZ) 広大な排他的経済水域の管理、中国サンゴ密漁

船対策、独自の生態系保全と「国境意識」の醸

成 。本土と結ぶ定期船の安定運航。 

出所：筆者作成 

 

 

6. 海外の境界地域事例 

 

日本の状況を相対化するために海外の代表的な境界地域の事例を「砦」と「ゲートウェ

イ」の観点から比較する。 

 

6.1. シェンゲン協定下の欧州（ストラスブール/ケール）：究極のゲートウェイ 

 

フランスのストラスブールとドイツのケールは、ライン川を挟んで隣接する都市である。

シェンゲン協定により国境検査が撤廃され、トラム（路面電車）が国境を越えて運行され

ている。 

「ゲートウェイ」機能が極大化され、国境が生活圏の中に溶け込んでいる。パスポートな

しで自由に行き来でき、買い物や通勤が日常的に行われており、「二つの国を散歩する」

ような感覚で、文化や美食の違いを楽しむ周遊観光が確立されている。かつての対立の歴

史は博物館などで学べるが、現在の風景は平和と統合の象徴である。 

 

6.2. DMZ（板門店）：凍結された砦と平和への希求 

 

韓国と北朝鮮を分断する非武装地帯（DMZ）は世界で最も緊張感の高い国境の一つであ

る。 

「砦」機能が支配的であり、厳重な監視と鉄条網が存在する。ゲートウェイとしての機能

はほぼ遮断されている。緊張感を体験するダークツーリズムの代表例であり、展望台から

北朝鮮を望む「視る観光」が中心で、平和への願いを確認する教育的な場としても機能し

ている。日本の北方領土観光と類似する点が多い。 

 

6.3. 米墨国境（サンディエゴ/ティファナ）：混在する経済的結合と物理的分断 

 

アメリカのサンディエゴとメキシコのティファナは、大きな経済格差のある二国が接す

る国境であり、「砦」と「ゲートウェイ」が激しく葛藤している。不法移民を防ぐための

巨大な壁（砦）が存在する一方で、合法的な労働者や観光客の往来は極めて活発である。 

メキシコ側の安価な医療やショッピング、文化体験を求める観光客で賑わう一方、壁その

ものを見学するツアーもあり、境界の持つ多面性を肌で感じることができる。 
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7. ボーダーツーリズムの実践的意義 

 

ボーダーツーリズムは、単なる知識の習得やレジャーではない。それは、メディアや地

図上の情報だけでは捉えきれないリアリティに触れる行為である。 

机上の地図では国境は単なる「線」だが、現地に立てばそれは「面」としての広がりを持

つ生活の場であることがわかる。例えば、対馬の浅茅湾の穏やかな風景を前にした時、そ

こがかつてロシア軍艦に占拠され、国際的な緊張の舞台となった歴史（ポサドニック号事

件）とのギャップに衝撃を受ける。あるいは、展望台から対岸の釜山の灯りを見た時、物

理的な距離の近さと、そこに横たわる国家という枠組みの両方を肌で感じることができる。

稚内からサハリンの島影を望む時、そこに行けない政治的現実と、かつてそこが日本領で

あり多くの人が暮らしていた歴史の重層性を知る。こうした「現場」の空気感は、自ら足を

運ばなければ得られないものである。 

国境地域を訪れ、現地の人々や、時には国境を越えて隣人と対話し交流することは、私た

ちの中にあるステレオタイプ14や「心理的国境（Mental Borders）」を相対化する。北方領土

元島民が「個人としては（ロシア人と）友人になれる」と語ったように、国家間の対立

（ハードな国境）が存在しても、市民レベルでの対話（ソフトなつながり）は可能である。 

ボーダーツーリズムは、参加者に「国境とは何か」「平和とは何か」を自ら問い直す契機を

提供する。JIBSNや JCBSが推進する活動は、まさにこの「知的な旅」の実践の場となって

いる。 

 

おわりに 

 

日本の国境も、時代や情勢によって「砦」となり、また「ゲートウェイ」ともなる流動

的な存在である。JIBSN、JCBS、JBTA といった組織の連携により、国境地域は単なる「周

縁」から、日本の抱える課題（人口減少、安全保障、外交）の解決策を探る「最前線」へ

と位置づけ直されつつある。 

現代のように分断や緊張が強調されがちな時代（再境界化の時代）においてこそ、私たち

は一方的な情報に惑わされてはならない。ボーダーツーリズムを通じて境界地域に足を運

んだ時に人は何を感じ取るのだろうか。 

そこにある歴史の痕跡や現実の風景を自ら観て、そこで暮らす人々の声を自ら聞き、国

境が持つ多面的な意味を自ら考えること。そうした体験を積み重ねることこそが、国境を

単なる「分断の壁」で終わらせず、相互理解と平和への「ゲートウェイ」へと転換させる

ための、小さくとも確実な第一歩となるであろう。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
14 性別、国籍、職業、年齢などの特定の集団に対して、社会で広く浸透している固定観念

や思い込み、画一的なイメージ 
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•「国境・誰がこの線を引いたのか－日本とユーラシア－」岩下明裕 編著  北海道大学出版会 

•「図説 ユーラシアと日本の国境－ボーダー･ミュージアム－」岩下明裕・木山克彦 編著  北海道大学出版会 

•「朝鮮通信使の海へ―日朝交流の歴史をたどる－」小島敦夫 著  丸善出版 

 

• 境界地域研究ネットワーク JAPAN (JIBSN) 公式ウェブサイト 

• NPO法人国境地域研究センター (JCBS) 公式ウェブサイト. 

• ボーダーツーリズム推進協議会 (JBTA) 公式ウェブサイト 

• 海上保安庁「日本の領海等概念図」「領海、排他的経済水域等模式図」 
 


